
磨

の
浦

」
（
七
四
）
、
の
樣

な
色
彩

の
繪

が
好
き
だ

。
總

て
色
彩

の
佳

い
繪
で

失
敗
す

る
の
は

、
矢
張
り
色

彩

の
樣

だ
。
否
、

そ
ん
な
繪

が
多

い
樣

に
見

受

げ
た

。
な
ん

と
か
知

つ
た
顔

の
ぐ

う
た

ら
兵
衛
を
列

べ
る
の
は
實

は
知

つ

て
居
な

い
の
か
も
知
れ
な

い
。

 
 
 

余
が
野
外
寫

生
の
端
緒
と
所
感

 
 
 
 
 
 
 
 
近

江
　
金

森

宗

造

余
が
書
生
時
代
、
丁
度
『
み
づ
ゑ
』
第

一
號
發

行
當

時
に
は
、
醫

學
の
研
究
中
で
あ
つ
た
所
が
、
醫
學

の
解
剖
圖
な
ど
を
見
る
と
、
水
彩
畫

の
原
色
版
で

美
し

い
の
が
や
つ
て
あ
る
の
で
、

一
つ
摸
寫

し
て

見
ん
も
の
と
、
十

二
色
入
七
八
十
錢

の
學
生
用
の

畫
具
箱

を
求
め
て
、
畫

い
て
見
る
と
、
便
利
な
る

記
憶
法
で
あ

つ
た
か
ら
、
必
要
の
も
の
だ
け
模
寫

し
て
、
勉
學

の
資
と
し
た
。
後
皮
膚
病
學
敎

室

へ

で
も
行
く
と
、
病
者
の
皮
膚
の
状
態
色
彩
等

の
工

合
を
記
憶
す
る
の
必
要
上
、
實
物
寫

生
の
必
要
を

感
じ
て
、
ち
よ
い
ち
よ
い室
内
の
寫
生
を
す
る
中
に
、

繪
畫

に
於
け
る
趣
味
を
覚

へ
、
野
外
寫

生
の
端
緒

を
得
た
。

さ
て
、
野
外
に
出
て
寫
生
し
て
見
る
と
、
室
内
と

は
異
り
て
、
閉

口
し
た
の
は
色
彩
な
り
陰
影
な
り
が
時

々
變
化
す

る
と
、

木

の
葉

や
幹
の
皮
の
龜
裂
迄

一
々
書
き
現
は
す
に
如
何
に
し
て
よ
き
や
、

又
近
景
の
草
木
な
ど
の
細
部
分
が
、
眼
に
映
じ
て
大
體

の
趣
を
現
は
す
こ

と
か
出
來
ぬ

の
で
あ

つ
た
。
玄
で
『
水
彩
畫
栞
』
『み
づ
ゑ
』
等
を
見
て
研
究

し

つ
ゝ
あ
つ
た
後
、
本
業
を
此
山
間
に
營
み
傍
ら
爽
快

な
る
春
の
琵
琶
湖

の
風
光
に
接
し
或
は
深
山
の
風
雪
を
寫
し
て
自
然
の
趣
を
悟

つ
た
、
以
來

余

は
自
然

を
友

と
し
師

と
し
、
傍

ら
『
み

づ
ゑ
』

を
指

導
者
と
し

て
愛
讀

し
て

ゐ
る
。

 
 
 

樂

し

い

一
日

 
 
 
 
 

長
野
市
花
咲
町
 
 
パ
 
 
レ
 
 
ッ
 
 
ト

四
月
十

八
日

。
日
曜

日
。
快

晴
。

セ
ピ
ヤ
ク

ラ

ブ

の
會
員
十

名
近
く
は
約
束

の
如
く

八
時
半

妻

科
の
お
宮

へ
集

合
し
た

。
別
役

先
生

も
見
え

て

一
行
は
安
茂

里
村

を
指

し
春
霞
を
排
し

て
出
掛

け
た
。
豫

期

の
如

く
日

本
晴

の
好

天
氣
、
背

は

ポ
カ

ポ
カ

い
や
ヂ
リ
ヂ
リ
と

い
や
に
暑

い
。
丁

度
此

の
日
は
安
茂

里
觀

音

の
お
祭
な

の
で
行

く

人
で

目
の
ま
わ

る
樣

だ

。

汗
臭

い
人
と

一
所

に

ゴ
タ
ゴ

タ
に
な

つ
て
相
生

橋
を
渡

つ
て
行
く
と
杏

花
は

今
が
滿

開
で
安
茂

里

一
村

は
花
で
蔽

は
れ
得

も
云
は

れ
ぬ
。
淡
紅

濃
白
春

の
女
神

の
色
彩

の
巧
な

る
を
今
更

の
樣

に
痛

切
に
感

じ
た

。

ア

、
僕

に
あ

の
女
神

の
樣

な
腕
が

あ

つ
た
ら
…
…

右

へ
行
け
ば
觀

音
に

行
く

の
だ
が

一
行
は
俗

人
（
怒

る
だ
ら

う
が
）
と
別
れ

て
道
を
眞
直

に
取
り

田
甫

へ
出

て
思

ひ
思

ひ
の
所

へ
腰
を

据
え

る
事

に
し
た

。

筆 造 宗 森 金



長
閑
な
日

だ
。
遠

山
の

山

腰
の

一
刷

毛
の
霞
。
路
傍

の
若

々
し

い
草

、

ア

、
春

だ
、
春

に
限

る
。
 
　
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
　
　

變
て
こ
な

ス
ケ
ッ
チ

を

二
牧

作
つ

て
歸

つ
た
。
電
燈

が
嘲
け
る
樣

に

ピ
カ

ー
リ

ピ
カ
ー
リ
。
（
四
十
二
年
作
）

■
有
益
有
趣
味
の
寄
書

に
し
て
次
號

に
廻
せ
し
も
の
多
し
諒
焉

 
 
 
 
紹
 
 
介

◎
白
捧

 
第

一
巻
第

一
號
 
新
に
生
れ
た
る
文
藝
美
術
雜
誌
に
し

て
、
華

冑
の
貴
公
子
達
多
く
筆
を
執
れ
り
。
本
號
に
は
ク
リ

ン
ゲ
ル
、
ベ
ツ
ク
リ

ン
、
シ
ユ
ツ
ッ
ク
の
繪
畫
寫

眞
版
、
並

に
フ
イ
テ
ュ
ス
の
カ
ッ
ト
六
種
を

挿
み
、
獨
逸
繪
畫

に
於
け
る
N
e
u
i
b
e
a
l
i
s
t
e
n
と

題
す
る
Ｋ
Ｋ
氏
の
文
章

を
の
せ
た
り
。
體
裁
の
上
品
な
る
は
最
も
喜
ぶ
べ
し

（
毎
月

一
回

一
部
十

八
錢
、
麹

町
區
麹
町
二
丁
目
洛
陽
堂
發
行
）

◎

東
京
寫
眞
研
究
會
第

一
回
展
覽
會
畫

集
第
四
輯
 
印
畫

十
三
點
、
う
ち

人
物
六
放
風
景
七
放
に
し
て
、
精
巧
な
る
印
刷
に
成
れ
り
。
技
術
上
に
於

け
る
寫
眞
の
進
歩
も
、
大
な
る
も
の
な
ら
ん
が
、材
料

の
取
扱
方
に
於
て
、

特
に
非
常

の
進
歩
を
見
る
。
此
畫
集
の
如
き
、
當
事
者
以
外
、

一
般
好
事

家
に
も
坐
右
の
珍
た
ら
ん

（
四
六
倍
版
六
十
錢

、
日
本
橋
區
本
町
二
丁
目

小
西
本
店
發

行
）

◎
山
岳
 
五
週
年
紀
念
號
 
菊
判
三
百
五
十
頁
、
三
色
版

コ
ロ
タ
イ
プ
寫

眞
版
等
の
山
岳
圖
數
十
枚

を
挿
入
し
、
記
事
は
、
日
本
ア
ル
プ

ス
の
巻
と

し
て
、
中
央
及
南
ア
ル
プ
ス
に
關
す
る
、
十
餘
名
家

の
登
嶽
紀
行
、
並
び

に
山
岳
に
關
す
る
有
益

の
記
事
を
以
て
全
誌
を
充
た
せ
り

（
正
價
壹
圓
横

濱
本
町
四
丁
目
高
野
鷹
藏
方
日
木
山
岳
會
發
行
）

◎
中
央
公
論
 
春
期
附
録
號
 
小
説
に
は
、
花
袋
、
葉
舟
、
小
劍

、白
鳥
、

脚
本
に
は
、
鴎
外

の
『
生
田
川
』
あ
り
。
木
文
、
東
西
兩
大
學
總

長
は
面
白

く
、
久
米
氏
の
歴

史
と
科
學
は
再
讀

す
べ
し

（
四
拾
錢

、
本
郷
西
片
町
反

省
社

）

◎
無
名
通
信
 
秘
密
號
 
社

會
各
方
面
に
わ
た
り

て
其
内
幕
を
公
に
す
、

中
に
は
公
然
の
秘
密
も
少
な
か
ら
ざ
れ
ど
、
四
六
二
倍

二
百
頁
、
初
め
よ

り
終
り
迄
讀
了

せ
し
む
る
は
、
編
輯
者
の
技
倆

凡
な
ら
ざ
る
が
故
な
ら
ん

（
四
拾
錢

京
橋
區

元
數
寄
屋
町
無
名
通
信
社

） 
 
 
 
 
 
 
　

◎
早
稻
田
文
學
 
四
月
の
巻
 
秋
聲
、
星
湖
、
未
明
、
不
規
夫
、
秋
江
の

小
説
。
雨
雀
、
正
雄
、
蕭

々
の
脚
本
あ
り
。
高
村
氏
の
E
x
o
t
i
s
c
h

の
畫

家
P
a
u
l
 
G
a
u
g
u
i
n

見
る
べ
し
（
四
拾
錢
神

田
表
神

保
町
東
京
堂
）

◎
文
藝
倶
樂
部
滑
稽
揃
 
春

の
日
永
の
讀
物
と
し
て
極
め
て
面
白
し

（
二

十
五
錢
日
本
橋
本
町
博
文
舘
）
 
 
 
　

日
本
水
彩
畫
會
新
會
友

京
都
市
寺
町
五
條
北
入
 
 
 
 
 
 
 
 
北

村

定

次

郎

岡
山
縣
和
氣
郡
英
保
村
吉
永
中

 

 

 

花

岡
裕

太

郎

福
岡
縣
浮
羽
郡
椿
子
村
中
河
原
 
 
 
 
 
上

木

戸

壽

藏

長
野
縣
福
島
町
川
崎
本
雄
方
 
 
 
 
 
 
遷

喬

會

長
野
縣
長
野
男
子
師
範
學
校

 

 

 
中

村

常

雄

東
京
四
谷
坂
町

一
一
九
、
五
姓
田
方
 
 
 
森

非

折

福
島
縣
二
本
松
町
字
若
宮

一
ノ
二
九
 
 
 
菅

野

三

郎


